『空手革命』改訂＆正誤表
※編集時に文字等の校正ミスがありました。謹んでお詫び申し上げます。ここに改訂し、訂正させていただきます。
プロフィール…正→四回戦敗退　　誤→三回戦敗退
Ｐ３（目次）…正→「地」の章■…心をピュアに　　誤→感謝

Ｐ３（目次）…正→「体」の章　　誤→「つ」の章

Ｐ５・15行目…正→テクニック紹介がないので、不思議に思うかもしれません。

　　　　　　　 誤→テクニック紹介がないので、この本は空手バイブルのよう
　　　　　　　　　 でないと、感じる方もいるかもしれませんが、空手バイブ
　　　　　　　　　 ルであることに変わりありません。

Ｐ10……………正→ハッサン・ムロエ　　誤→ハッサン・ロムエ

Ｐ24……………正→村山努　　誤→村山務

Ｐ28・３行目…正→事実には基づいていると思いますし、

　　　　　　　誤→実際の立ち会いを元にした。 

Ｐ28・５行目…正→のちに新陰流を継承する柳生石舟斎が新陰流の創始者である、
誤→新陰流継承者である柳生石舟斎が、新陰流の達人である
Ｐ29・２行目…正→「我が剣は天地と一つ」

誤→「我が剣は天地一つ」

Ｐ30・12行目……世界大会の～世を１文字下げる

Ｐ33・12行目…正→自分が三回戦で勝った選手の前評判が高く、その選手に自分は勝っているという我欲です。決してマテロフ選手をなめていたわけではありません。

　　　　　　　　誤→マテロフをなめていたわけではありません。自分が三回戦
で勝った選手の前評判がマテロフ選手より高かったからです。
　　　　　　　　その選手に勝っているという我欲が出てしまったのです。

Ｐ36・３行目…正→カラテワールドカップ　　誤→空手ワールドカップ

Ｐ37・６行目…正→叶えるものだ。　　誤→叶える物だ。

Ｐ41……『6000人を一瞬で変えたひと言』（大越俊夫著）サンマーク出版より抜粋を追加させていただきます。

Ｐ43・10行目…正→2012年３月　　誤→2012年の３月

Ｐ43・12行目…正→です。「それは努力が足りないのではないですか。自分は血尿や血便が出たときに『やった。ここまで努力したんだ！』と喜びました」
　　　　　　　 誤→で、「それは努力が足りないのではないですか。自分は血尿や血便が出たときにやった。ここまで努力したんだ！と喜びました」

Ｐ46・９行目…正→そしてお世話になった人たち、応援してくれながら亡くなった方々、祖父に恩返しがしたい。
　　　　　　　誤→お世話になった人たち、応援してくれながら亡くなった方々、祖父に恩返しがしたかった。
Ｐ46・12行目…正→塚越孝行　　誤→塚越孝行之
Ｐ47・８行目…正→向き合うということ、　　誤→向き合うということ。
Ｐ50・１行目…その３年後～のそを一文字下げる

Ｐ52・10行目… 正→ペダル　　誤→サドル
Ｐ52・11行目… 正→イメージで漕いで　　誤→イメージ漕いで
Ｐ53・２行目……正→増え、　　誤→増えたので、

Ｐ53・11行目…正→たとえば、左のカギ突きを打つ時は、「左の内転筋を使えばいいのか」とか、ピュアになった瞬間に、
               誤→気づいたことがあるのですが、左のカギ突きを打つ時は、「左の内転筋を使えばいいのか」とか、ピュアになった瞬間に、
Ｐ55・３行目…正→製作段階　　誤→制作段階

Ｐ56・９行目…正→勝つこと　　誤→勝つ事

Ｐ57・９行目…正→のちに一緒に　　誤→一緒に

Ｐ57・10行目…正→ギャリーは自分よりひと回り小さい体でした。自分の身体のサイズでこの動きができる選手まだいなかったので、
誤→自分よりひと回り小さい体のギャリーができるのだから、自分の身体のサイズでまだやる人間がいなかったので、
Ｐ58・７行目…正→内廻し蹴り　　誤→内回し蹴り
Ｐ58・15行目～59・１行目…正→敗れることになるのですが、この時は体重判定になってはいけない、

誤→敗れたこともありますが、世界大会の時も体重判定になってはいけない、

Ｐ60・11行目……正→大好きでした。　　誤→大好きでした・

Ｐ60・13行目…正→長崎におこしになっていなければ
誤→長崎に来ていただかなければ
Ｐ61・８行目…正→あなたの　　誤→彼の

Ｐ65……『6000人を一瞬で変えたひと言』（大越俊夫著）サンマーク出版より抜粋を追加させていただきます。

Ｐ66・２行目…正→35年もの間　　誤→35年間もの間

Ｐ66・６行目…正→人間の心も神の心の愛も　　誤→人間のも神の心の愛を
Ｐ66・…正→このすべての愛を共有していきたい

誤→このすべての愛を共有しえいきたい
Ｐ75……斎藤一人さんの言葉よりを追加させていただきます。
P78…DREAM GATE  BLOGよりを追加させていただきます。
Ｐ80・５行目…正→経験をしていました。　　誤→経験をしていたんです。
Ｐ80・８行目…正→彼女を　　誤→彼女は
Ｐ80・11行目…正→送っていたのです。　　誤→送っていたんです。

Ｐ81・３行目以降を以下のように改訂いたします。
　　　　　　　　　その頃はスポーツ系の本ばかり読んでいました。本を読んでセレシュの生き方に感動はしたものの、自分の心が清らかでなく、俺にはできるという気持があったのでしょう。これも良い経験となりました。

このセレシュの本を読んだ時、もっと頑張らなければと、間違いなく思ったはずなのですが、１９９８年の第30回全日本大会で石原延選手（現・岡山東支部支部長）に敗れています。

自分の挑戦をすることは、大切ですが、無理するのは禁物です。たとえば、今日一日、限界まで稽古をしても継続しなければ意味がありません。道場生、特にシニアの方たちによく言うのですが、あまり頑張り過ぎないでください。１００点を取ろうとしないでください。毎日40点を取るように心がけてくださいと。そして、稽古相手のことを気にしすぎてもいけない。勝ち負けにこだわってもいけないと。

これも心が関係しているんですね。相手の心を見ようとするのではなく、自分の心を見ようとする努力が必要だと思います。

特に少年部の基本稽古の際ですが、せっかく鏡があるのだから、鏡の中の自分を見て、自分は真っ直ぐ立てているか、姿勢はきちんとできているか、といったように、まずは自分を見ることから始めましょうと、指導しています。

この言葉の意味を理解してもらうために、稽古の後、宮本武蔵の話をしたことがあります。宮本武蔵が自分で彫った自分の仏像は隙がないと言われています。なぜかと言うと、宮本武蔵は正面からも真上からも、真横からも、真下からも、斜めからも、すべての角度から客観的に見て彫ったといいます。自分のことを俯瞰で見ることができる人物だったということですね。

私も自分の心を見るように心がけるようにしていますが、もちろん、宮本武蔵の域までは達していません。でも、目指したいです。
P83…マイケル・ジョーダンの言葉よりを追加させていただきます。
Ｐ85・13行目…正→もう一方の人物は普通の人間なのです。その二人が一緒に住み始める。ですが、実は二人は
　　　　　　　 誤→その二人が一緒に住み始める。もう一方の人物は普通の人間なのですが、実は二人は

Ｐ86・2行目…正→そんな自分をなかなか想像できるものではなく、

誤→そんな自分をなかなか想像できるものではないと思うのです。
Ｐ88・タイトル…心をピュアに
Ｐ89・７行目…正→一つの使命であり、　　誤→一つの使命だと思って、
Ｐ89・13行目…正→『老婦人は～　　誤→老婦人は～

Ｐ90・９行目……正→んです』　　誤→んです。

Ｐ91・４行目……息を引き取りました。の後に、以下を追加させていただきます。

　　　　　　　　アリの心を、声を聞き取れなかったのです。

Ｐ92・９行目…正→４人　　誤→４人の人
Ｐ93・９行目…正→外国人　　誤→外国人の人
Ｐ97……『6000人を一瞬で変えたひと言』（大越俊夫著）サンマーク出版より抜粋を追加させていただきます。

Ｐ99……『6000人を一瞬で変えたひと言』（大越俊夫著）サンマーク出版より抜粋を追加させていただきます。

Ｐ101……『6000人を一瞬で変えたひと言』（大越俊夫著）サンマーク出版より抜粋を追加させていただきます。

Ｐ101・７行目…正→影響も　　誤→存影響も
Ｐ106・5行目…正→悪い思いを鎮め、その芽を摘んでいるか
Ｐ108・７行目…正→心身統一法　　誤→心身統一道
Ｐ109・12行目…正→佐川幸義師範　　誤→先生
Ｐ110・11行目…11行目…正→ことが　　誤→ことって

Ｐ112・８行目…でも、～のでを１文字下げる

Ｐ112・12行目…正→闘っていたということを　　誤→闘っていたといことを
Ｐ113・３行目……タイソンがのタを１文字下げる

Ｐ114・２行目…正→自分も　　誤→自分でも
Ｐ114・８行目…正→キレイなものを見るのが大好き　

　　　　　　　 誤→キレイなものが大好き
Ｐ115・１行目…正→いましたが　　誤→いたわけですが
Ｐ116・11行目…正→監督にそういう気持ちになっていただいた

　　　　　　　　誤→監督がそういう気持ちになれたという

Ｐ117・12行目…正→でしたが　　誤→ですから

Ｐ117・13行目…正→先輩に　　誤→先輩に言われます。
Ｐ118・11行目…正→いたから　　誤→いたら
Ｐ119……映画『ザ・ファイター』のキャッチコピーより抜粋を追加させていただきます。
Ｐ120・４行目……正→週に３日間、　　誤→週に三日間

Ｐ122・３行目…正→核心　　誤→確信
Ｐ124・６行目……正→心がける　　誤→心掛ける

Ｐ125・３行目……正→という　　誤→と

Ｐ125・７行目……正→もしも、体を　　誤→もしも、胃を

Ｐ127・８行目…正→無意識に見ていた　　誤→無意識にした

Ｐ127・15行目…正→調整する　　誤→調整を整える

Ｐ128・10行目…正→通常の　　誤→真剣に
Ｐ129・７行目…正→を受け取っているんです。　　誤→受け取っているんです。

Ｐ130・11行目……正→隣にいらっしゃった　　誤→隣におられた

Ｐ130・１２行目……正→言われるのです。　　誤→仰るんです。

Ｐ131・15行目……正→出会い、　　誤→出会、

Ｐ133・14行目…正→カカトに　　誤→カカトで

P141…お釈迦様の説法より
Ｐ144・９行目……正→どれだけ自分は　　誤→どれだけ自分の

Ｐ146・９行目…正→清らかな心で　　誤→浅はかな心で

Ｐ146・10行目…正→くれるはず　　誤→くれすはず

Ｐ147…正→「体」の章　　誤→「つ」の章

以下、Ｐ149、Ｐ151、Ｐ153、Ｐ155、Ｐ157、Ｐ159、Ｐ161、Ｐ163、Ｐ165、Ｐ167、Ｐ169、P171の上部に「体」の章と差し替え
Ｐ149…10行目…正→足の動きもそうです。　　誤→足の動きもうそうです。

Ｐ149・13行目…正→努力して　　誤→努力した
Ｐ149・14行目…正→チャンピオンになることが
　　　　　　　　誤→チャンピオンに就くことが
Ｐ150・３行目…一秒、～の一を１文字下げる

Ｐ150・12行目…正→クラブを　　誤→クラブ
Ｐ151・６行目…正→全ておこるべくしておきたこと、

　　　　　　　　誤→全ておこるべきしておきたこと

Ｐ151・７行目…正→見てみよう、　　誤→見てみよう
Ｐ152・１行目……道場には～の道を１文字下げる

Ｐ154・５行目…正→「もうすぐなんです」　　誤→もうすぐなんです、

Ｐ154・７行目…正→「負けてしまいました。お酒飲んでしまいました」

　　　　　　　誤→負けてしまいました、お酒を飲んでしまいました。

Ｐ155・６行目…正→柏木信広　　誤→柏木信弘
Ｐ157・３行目…正→152頁　　誤→塚本道場の項

Ｐ158・５行目…正→世界大会チャンピオンに

誤→世界大会チャンピオンの座に

Ｐ158・５行目……正→世界チャンピオンの座に　　誤→世界チャンピオンに

Ｐ160・２行目…正→第34回全日本大会で　　誤→全日本大会で

Ｐ160・７行目…正→髭も剃り　　誤→髭も反り
Ｐ160…11行目…正→第４回カラテワールドカップ　　
誤→第４回空手ワールドカップ
Ｐ160…12行目…正→ディミトロフ　　誤→デミトロフ
Ｐ164・１行目……正→全ヨーロッパ選手権大会の後に、

　　　　　　　　　誤→全ヨーロッパ選手権の後に、
Ｐ173・２行目……正→テクニックなどありません、　　誤→テクニックなどありません。

Ｐ174・10行目……正→マールンクヤ　　誤→マールンクヤ・ブッタ

Ｐ174・14行目……正→マールンクヤ　　誤→マールンクヤ・ブッタ

Ｐ179…正→心が身体を動かす　　誤→心は身体が動かす
※藤平光一先生の『気の原理より』抜粋を追加させていただきます。
Ｐ181……『透明な力』（木村達雄著）文春文庫より抜粋を追加させていただきます。
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